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目的　事業者における加工食品の栄養成分表示に関する全国保健所での相談，支援の現状と課題を
明らかにし，新たな法制度の下での保健所の体制や事業者への支援方策の検討に資することを
目的とした。

方法　全国494保健所を対象に，2013年10月に郵送による質問紙調査を実施した。加工食品の栄養
成分表示に関する相談の状況として，2012年度の相談件数と内容，相談を行うにあたり困難な
こと等の 4項目を，事業者が栄養成分表示を行うための支援の状況として，具体的な手順を解
説した資料の作成や研修の機会等の 3項目をたずねた。集計は設置主体別に 4群に分け，有効
回答数を分母に各項目の割合を算出した。

結果　367保健所（74.3％）から回答があった。栄養成分表示に関する相談件数は，都道府県で少
なく，特別区で多く，内容は指定都市，特別区で強調表示や栄養機能食品の相談が多かった。
「相談回答の全国的なデータベースがないこと」「食品事業者自らが表示を行う際に参考とな
る資料や教材がないこと」が相談時の困難さの理由として多く挙げられた。事業者が栄養成分
表示を行うための資料の作成や，研修，情報提供の支援は現状では限られていた。

結論　保健所の相談の現状として，法規集だけでは対応が難しい相談があること，事業者からは表
示が適切かどうかの判断を求められることもあること，トラブルに発展する事例もあることが
わかった。新たな法制度の下で，全国保健所が円滑に事業者への対応ができるよう，対応マ
ニュアルや研修の提供等の人材育成や，事業者への支援の充実が望まれる。

キーワード　加工食品，栄養成分表示，食品表示法，保健所，相談

Ⅰ　緒　　　言

　食品の表示に関する包括的かつ一元的な制度
を創設するため，食品衛生法，JAS法，健康増
進法の食品表示に関する規定を統合した食品表
示法が2013年 6 月に公布され，2015年 4 月に施
行された。食品表示法では，今まで任意であっ
た一般消費者向けの加工食品および添加物（以
下，加工食品）の栄養成分表示は原則義務化さ
れ，ナトリウム量は食塩相当量で表示するなど，

消費者の健康的な食生活の実現に向けた環境作
りの一つとして期待されている1）。
　2013年10月に首都圏近郊の指定都市において
食品衛生法に基づく加工食品製造の営業許可を
得ていた全事業者に対して行われた先行研究2）

では，容器包装に入れられた加工食品に栄養成
分表示を行っていた事業者は10.4％，義務化の
対象となる中大規模の会社でも25.9％であった。
また栄養成分表示が義務化された場合の課題・
問題点として,「栄養成分表示をする具体的な
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手順を知らない」と回答した中大規模の会社は
44.4％であった。義務化に伴って新たに栄養成
分表示を行う事業者は多いと考えられることか
ら，事業者自らが表示を行えるよう資料等の提
供や，身近な場で相談できる環境整備が必要で
あることが指摘されている2）。
　健康増進法の下では，保健所は事業者からの
加工食品の栄養成分表示に関する相談を担い，
国が事業者への勧告等を行ってきた。食品表示
法では栄養成分表示の事業者への指示，命令等
の事務は都道府県，保健所設置市，特別区に委
任された。従って，保健所が担う役割は今後さ
らに重要になると考えられる。しかし，栄養成
分表示に関する保健所での相談，支援の現状に
ついての報告は少ない。そこで，本研究は，事
業者における加工食品の栄養成分表示に関する
全国保健所での相談，支援の現状と課題を明ら
かにし，新たな法制度の下での保健所の体制や
事業者への支援方策の検討に資することを目的
とした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　調査方法
　調査対象は，2013年 4 月時点の全国の494保
健所とした。
　調査票は2013年10月に郵送し，同年12月まで
に回収した。調査票には，調査の目的，協力は
任意であること，回答しない場合に不利益は生
じないこと，情報の保護には留意すること，調
査票の返送をもって本研究に同意したとみなす
ことを記載した依頼文書を同封した。回答は無
記名とし，栄養改善業務の実務を担当する管理
栄養士に依頼した。
　調査票は，事前に設問や選択肢が栄養成分表
示制度と整合性がとれているか，保健所の現状
を把握する上で適切な内容であるかどうか，理
解されやすい表現か，項目数に負担はないか，
保健所において栄養成分表示の相談業務経験が
ある管理栄養士 3名と，公衆栄養および栄養教
育分野の研究者 4名で確認した。
　本研究は，千葉県立保健医療大学研究等倫理

審査委員会の承認（申請受付番号：2013-024，
承認日：2013年 9 月17日）を得てから実施した。

（ 2）　調査項目
1)　保健所の設置主体
　設置主体は，「都道府県」「指定都市」「中核
市」「その他政令市」「特別区」から択一式でた
ずねた。
2)　加工食品の栄養成分表示に関する相談の
状況

　加工食品の栄養成分表示に関する事業者から
の相談件数は，2012年度における件数を自由記
述でたずねた。相談のあった保健所には，その
内容を栄養表示基準の規定内容にあわせて「栄
養表示に関すること」「強調表示に関するこ
と」「栄養機能食品に関すること」「その他」か
ら複数回答でたずねた。
　相談で事業者とトラブルに発展した（しそう
になった）経験について，回答者の主観的判断
により「ある」「ない」から択一式でたずねた。
「ある」場合には，その内容を自由記述でたず
ねた。
　相談を受けるにあたり困難なことは，保健所
において栄養成分表示の相談業務経験がある管
理栄養士の意見を参考に「法規集だけで判断で
きない相談があること」「相談回答の全国的な
データベースがないこと」等の 9の選択肢を設
定して複数回答でたずねた。「法規集だけで判
断できない相談があること」を選択した場合に
は，その内容と対応方法を，「その他」を選択
した場合にはその内容をそれぞれ自由記述でた
ずねた。
3)　事業者が栄養成分表示を行うための支援
の状況

　栄養成分表示の方法の具体的な手順を解説し
た事業者向けの資料（パンフレットやホーム
ページ等）の作成状況は，「作成している」「作
成予定である」「作成していない（作成予定は
ない）」から択一式でたずねた。
　栄養成分表示の方法の具体的な手順を解説す
る事業者向けの研修の機会の提供は，2011～
2013年度の実施について「保健所（自治体）主
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催で行った」「関係団体主催で行った」「行って
いない」「把握していない」から択一式でたず
ねた。
　栄養成分表示検討会報告書，食品表示一元化
検討会報告書，食品表示法という，栄養成分表
示制度改正に関する一連の動向について，管内
の事業者に情報提供を行っているかについて，
「行った」「今度行う予定である」「行っていな
い（行う予定はない）」「行ったか把握していな
い」から択一式でたずねた。

（ 3）　集計方法
　無回答は設問ごとに除外し，割合（％）は有
効回答数を分母に算出した。
　集計は設置主体ごとの現状や課題を検討する
ため，設置主体ごとに各項目の割合を算出した。
設置主体は，中核市とその他政令市をあわせて
「中核市等」として 4群に分類した。
　自由記述による回答は，複数の内容の記述が
あるものは分けて延べ件数で集計し，内容に
よって分類した。なお，設問内容と関係ない回
答や，判断のできない回答は，集計から除外し
た。自由記述回答の集計に当たっては，保健所
において栄養成分表示の相談業務経験がある管
理栄養士 1名が分類し，公衆栄養学の研究者 1
名とともに確認を行った。
　集計には，SPSS 16.0J for Windows（日本
アイ・ビー・エム（株））を使用した。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　回答状況
　回答は367保健所からあり，回収率は74.3％
であった。設置主体別の回答数と回収率は，
「都道府県」278保健所（74.9％），「指定都
市」31保健所（60.8％），「中核市等」43保健所
（87.8％），「特別区」15保健所（65.2％）で
あった。

（ 2）　加工食品の栄養成分表示に関する相談の
状況

　加工食品の栄養成分表示に関する相談の状況
を表 1に示した。2012年度における相談件数を
みると，都道府県は 5件未満が58.9％と他の設
置主体に比べて相談は少なかった。指定都市は
0件が16.7％ある一方，50件以上が13.3％あっ
た。中核市等は50件以上の保健所はなかったが，
5 ～19件が64.1％を占めた。特別区は回答の
あった全保健所で 5件以上の相談があり，20件
以上が57.1％を占め，他の設置主体に比べて相
談が多かった。
　相談内容をみると，熱量や栄養成分量を表示
する「栄養表示に関すること」は都道府県で
96.7％，他の設置主体で100％であった。「強調
表示に関すること」は，指定都市で84.0％と他
の設置主体に比べて多かった。「栄養機能食品

に関すること」は，指定都市
で76.0％，特別区で64.3％
と多かったが，都道府県，
中核市等は少なかった。
　相談で事業者とトラブル
に発展した（しそうになっ
た）経験が「ある」と回答
した保健所は25件あり，特
別区では20.0％と他の設置
主体に比べて多かった。ト
ラブル内容の回答は延べ21
件あり，「会話内容に誤解
を招き，相談者が怒った」
や「国からの回答に時間が

表 1　加工食品の栄養成分表示に関する相談の状況
（単位　回答数，（　）内％）

全体
設置主体

都道府県 指定都市 中核市等 特別区
相談件数（2012年度） ( n =346) ( n =263) ( n =30) ( n =39) ( n =14)
　　　 0件 46(13.3) 40(15.2)  5(16.7)  1( 2.6)  0( 0.0)
　 1～ 4  127(36.7) 115(43.7)  4(13.3)  8(20.5)  0( 0.0)
　 5～ 9 69(19.9) 48(18.3)  6(20.0) 12(30.8)  3(21.4)
　10～19 55(15.9) 33(12.5)  6(20.0) 13(33.3)  3(21.4)
　20～49 35(10.1) 21( 8.0)  5(16.7)  5(12.8)  4(28.6)
　50件以上 14( 4.0)  6( 2.3)  4(13.3)  0( 0.0)  4(28.6)
相談内容1）（複数選択） ( n =287) ( n =210) ( n =25) ( n =38) ( n =14)
　栄養表示に関すること 280(97.6) 203(96.7) 25(100.0) 38(100.0) 14(100.0)
　強調表示に関すること 197(68.6) 139(66.2) 21( 84.0) 27( 71.1) 10( 71.4)
　栄養機能食品に関すること 76(26.5) 39(18.6) 19( 76.0)  9( 23.7)  9( 64.3)
　その他 10( 3.5)  5( 2.4)  1(  4.0)  2(  5.3)  2( 14.3)
事業者とのトラブルの経験 ( n =354) ( n =266) ( n =31) ( n =42) ( n =15)
　ある 25( 7.1) 19( 7.1)  1( 3.2)  2( 4.8)  3(20.0)
注　1）　相談件数 1件以上が回答
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かかり事業者への回答に期間を要した」等の行
政の対応に起因したと考えられるもの（12件），
「指導していた内容について全く改善が見られ
ず，何回も同じ指導をしている」等の事業者の
対応に起因したと考えられるもの（ 9件）で
あった。
　相談を受けるにあたり困難なことの回答を表
2に示した。「相談回答の全国的なデータベー
スがないこと」は，すべての設置主体で選択が
多かった。また，「食品事業者自らが表示を行
う際に参考となる資料や教材がないこと」は，
指定都市以外で選択が多かった。特別区では，
「法規集だけで判断できない相談があること」
「指導，命令等の権限がない」が40.0％と，他
の設置主体に比べて多かった。中核市等では
「人手が足りないこと」の回答が34.1％であっ
た。「その他」の回答は延べ27件あり，主な内
容は「対応に時間がかかること，負担が大きい
こと」（ 5件），「判断の難しい回答があるこ
と」「表示の法規や窓口が複数に分かれている
こと」「普段相談が少ないので相談があったと

きに戸惑うこと」（各 4件）であった。
　「法規集だけで判断できない相談があるこ
と」の内容と対応方法の回答は延べ89件あり，
主な内容は「強調表示や虚偽誇大広告に該当す
るか，消費者に誤解を与える表現かどうかの判
断について」（40件），「栄養表示基準に定めら
れていない成分の取り扱い」（18件），「表示値
の妥当性」（ 7件），「制度の解釈，適用範囲」
「包装への表示の掲載方法」（各 3件）であっ
た。対応方法の主な回答は，「国に問い合わせ
た」（24件），「事業者に丁寧に説明した」（17
件），「同一自治体内の保健所や本庁主管課に問
い合わせした」（13件），「過去の事例や書籍等
で調べた」（ 8件），「他課へ問い合わせた」（ 2
件），「他自治体へ問い合わせた」「専門家に問
い合わせた」（各 1件）であった。

（ 3）　事業者が栄養成分表示を行うための支援
の状況（表 3）

　栄養成分表示の方法の具体的な手順を解説し
た資料は，予定を含めて全体の25.9％で作成し

表 3　事業者が栄養成分表示を行うための支援の状況
（単位　回答数，（　）内％）

全体
設置主体

都道府県 指定都市 中核市等 特別区
栄養成分表示の方法の具体的な手順を解説した資料の作成 ( n =355) ( n =266) ( n =31) ( n =43) ( n =15)
　作成している 86(24.2) 60(22.6) 19(61.3)  5(11.6)  2(13.3)
　作成予定である  6( 1.7)  6( 2.3)  0( 0.0)  0( 0.0)  0( 0.0)
栄養成分表示の方法の具体的な手順を解説する研修の機会 ( n =356) ( n =267) ( n =31) ( n =43) ( n =15)
　保健所（自治体）主催で行った 35( 9.8) 33(12.4)  2( 6.5)  0( 0.0)  0( 0.0)
　関係団体主催で行った 48(13.5) 44(16.5)  2( 6.5)  1( 2.3)  1( 6.7)
栄養成分表示制度改正に関する一連の動向の情報提供 ( n =354) ( n =265) ( n =31) ( n =43) ( n =15)
　行った 29( 8.2) 23( 8.7)  2( 6.5)  3( 7.0)  1( 6.7)
　今後行う予定である 55(15.5) 46(17.4)  0( 0.0)  8(18.6)  1( 6.7)

表 2　事業者からの相談を受けるにあたり困難なこと（複数選択）
（単位　回答数，（　）内％）

全体
（ｎ＝345）

設置主体

都道府県
（ｎ＝258）

指定都市
（ｎ＝31）

中核市等
（ｎ＝41）

特別区
（ｎ＝15）

法規集だけで判断できない相談があること 87(25.2) 65(25.2)  5(16.1) 11(26.8)  6(40.0)
相談回答の全国的なデータベースがないこと 206(59.7) 143(55.4) 22(71.0) 31(75.6) 10(66.7)
保健所から国に直接問い合わせできないこと 59(17.1) 35(13.6) 19(61.3)  4( 9.8)  1( 6.7)
指導，命令等の権限がないこと 68(19.7) 55(21.3)  3( 9.7)  4( 9.8)  6(40.0)
食品事業者自らが表示を行う際に参考となる資料や教材がないこと 161(46.7) 123(47.7)  7(22.6) 24(58.5)  7(46.7)
必要な予算が措置されないこと 21( 6.1) 16( 6.2)  2( 6.5)  2( 4.9)  1( 6.7)
人手が足りないこと 68(19.7) 46(17.8)  5(16.1) 14(34.1)  3(20.0)
その他 25( 7.2) 20( 7.8)  0( 0.0)  1( 2.4)  4(26.7)
特にない 21( 6.1) 18( 7.0)  2( 6.5)  1( 2.4)  0( 0.0)
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ており，設置主体別では指定都市が61.3％と他
に比べて多かった。事業者に対して栄養成分表
示の方法の具体的な手順を解説する研修は，関
係団体の主催とあわせて全体の23.3％で行って
おり，設置主体別では都道府県が28.8％と他に
比べて多かった。栄養成分表示制度改正に関す
る一連の動向の情報提供は，予定を含めて全体
の23.7％で行っており，設置主体別では都道府
県が26.0％，中核市等が25.6％に対し，指定都
市で6.5％，特別区で13.3％であった。

Ⅳ　考　　　察

（ 1）　加工食品の栄養成分表示に関する相談の
状況について

　加工食品の栄養成分表示に関する事業者から
の相談は，指定都市，特別区で多く，相談内容
も強調表示や栄養機能食品という遵守する規定
の多い相談が多い傾向にあった。相談にあたっ
ては，全体の25.2％の保健所で法規集だけでは
判断できない事例があるとした。その内容とし
て「強調表示や虚偽誇大広告に該当するか，消
費者に誤解を与える表現かどうかの判断につい
て」が最も多く，事業者より表示が適切である
かの判断を求められる内容が多かった。このよ
うな相談は，国や他の保健所へ問い合わせをし
ていたが，相談業務としては限界があり，やむ
を得ない対応であると考える。しかし，結果的
に回答までに時間がかかり，事業者とのトラブ
ルに発展する可能性が考えられた。また，相談
にあたり困難なこととして，特別区の40.0％で
は「指導，命令等の権限がない」と回答し，中
核市等の34.1％では「人手が足りない」と回答
したことから，現状の体制では十分な対応が難
しいと考えている保健所があることがうかがえ
た。食品表示法では栄養成分表示に関する事業
者への指示，命令等に関する事務は都道府県，
保健所設置市，特別区に委任されることになり，
今まで以上に保健所が果たす役割は重要なもの
となる。新たに表示を行う事業者が多く存在す
ることや，機能性表示食品制度も創設されたこ
とから，表示に関する相談は増えることが予想

される。このような状況に対応可能な体制の検
討が必要であると考えられた。相談件数が少な
い保健所では対応に不慣れである可能性もある。
保健所が事業者への支援を十分に果たせるよう，
相談対応事例の蓄積と共有を図り，どの保健所
においても円滑にかつ同様な支援が行えるよう，
対応マニュアルや研修の提供等，人材育成に向
けた消費者庁からの支援や自治体での取り組み
が望まれる。

（ 2）　事業者が栄養成分表示を行うための支援
の状況について

　栄養成分表示の方法の具体的な手順を解説し
た資料を作成していたのは，全体の25.9％（予
定を含む），研修を行っていたのは全体の
23.3％であった。健康増進法の下では任意表示
であり，保健所で資料の作成や研修を行ってい
たのは少なかったと推察される。今後は事業者
自らが表示を行えるような支援の充実が必要と
考える。
　今般の義務化に向けた環境整備として，日本
食品標準成分表からの計算による推定値等の
「合理的な推定により得られた値」を表示に用
いることができるようになった3）。これに伴い，
分析による栄養成分表示値の設定，データベー
ス等の栄養成分値を用いて計算値として表示す
る方法，表示方法等を具体的に解説した「食品
表示法に基づく栄養成分表示のためのガイドラ
イン」4）が消費者庁より提示された。このガイ
ドラインを参考に，栄養価計算等の作業と結果
の評価に関して専門性を有する管理栄養士・栄
養士を活用し，地域において事業者へ手順も含
めた研修を行うことは，表示の推進に寄与する
ものと考える。
　今般の制度改正に伴う情報提供を行っていた
（予定を含む）のは全体の23.7％であった。同
時期に行った事業者への調査では，義務化の対
象となる中大規模会社における食品表示法の認
知度は70.4％，栄養成分表示が義務化する検討
がされていることの認知度は63.0％であり，小
規模な事業者ではさらに認知が低い現状である
ことが報告されている2）。調査時期が食品表示
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法成立 4カ月後であったことから低い状況で
あったことも考えられるが，2015年 4 月に食品
表示法は施行されたことから，円滑な実施に向
けて事業者への十分な情報提供と支援が望まれ
る。
　本研究の限界は，管理栄養士以外が栄養成分
表示の業務を担当している保健所からの意見を
反映できていない可能性があることである。し
かし，回収率は全体で74.3％，設置主体別にお
いても最も低い指定都市で60.8％であったこと
から，本結果は保健所の現状や課題を示す資料
になると考える。

Ⅴ　結　　　語

　事業者における，栄養成分表示に関する全国
保健所での相談，支援の現状と課題を明らかに
し，義務化に向けた保健所の体制および事業者
への支援方策の検討に資することを目的に質問
紙調査を行い，367保健所から回答を得た。指
定都市，特別区で相談件数が多い傾向にあり，
相談内容は強調表示や栄養機能食品などが多
かった。法規集だけでは対応が難しい相談や，
事業者から判断を求められる相談があること，
事業者とトラブルになる事例も報告された。食
品表示法では保健所を有する自治体は，事業者
への指示や命令の事務を行うこととなる。新た
な法制度のもと，全国保健所で円滑に事業者へ
の対応ができるよう，対応マニュアルの整備や
体制の見直し等が必要になると考えられた。ま
た，新たに栄養成分表示を行う事業者も多いと

考えられることから，消費者庁のガイドライン
の活用や研修の実施等の事業者への支援が必要
になると考えられた。
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